

















挙動を解明することを目的として研究を行ったものであり、全 6 章から構成される。  
 
















































 第 6 章は結論であり、本研究により得られた成果、知見を要約している。  
  






























学位論文として価値あるものと認める。また、平成 24 年 2 月 23 日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
